
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
１
７
回 

 
行
仙
宿
へ
連
休
中
に
関
わ
る
食
料
等
の
荷
揚
げ
な
ど
、
と 

斎
藤
清
明
氏
来
宿
交
流 

 

◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
０
４
月
２
５
日 (

木)  

曇
り
の
ち
晴 

◇
参
加
者
：
沖
﨑
吉
信
、
川
島
功
、
山
上
皓
一
郎
、
濱
野
兼
吉
、
生
熊
敏
男
・
千

満
子
、
樋
口
義
也
、
山
川
治
雄
、
梶
野
照
雄
、
真
下
修
平
（
１
０
名
） 

 

荷
揚
げ
品
：
缶
ビ
ー
ル 

４
ケ
ー
ス
、
清
酒 

４
合
３
本
、
焼
酎 

1
.8

Ｌ
２
本
、

コ
カ
・
コ
ー
ラ 

5
0

0

ｍ
ｌ 

２
４
本 

行
仙
宿
作
業 

水
汲
み 

６
人 

５
７
Ｌ
、
薪
割
り
・
食
料
等
在
庫
確
認
、
行
仙

岳
・
怒
田
ノ
宿
跡
靡
看
板
設
置
、
小
屋
・
お
堂
・
倉
庫
清
掃
整
理
、L

E
D

照
明
設

置
（
３
灯
設
置
、
１
灯
撤
去
）、
志
納
金
回
収 

 

 
 

 
 

 

役
場
駐
車
場
に
集
合 

 
 
 

 
 

登
山
口
で 

 
 
 

 
 

 

荷
揚
げ
の
荷
造
り 

 

こ
こ
２
週
間
く
ら
い
は 

① 

奥
駈
道
（
持
経
～
前
鬼
）
の
点
検
・
巡
視
対
応 

②
釈
迦
如
来
像
下
石
組
修
復
の
準
備
と
荷
揚
げ
山
行 

③
熊
野
修
験
春
峰
入
（
本
宮
～
玉
置
山
）
の
サ
ポ
ー
ト
依
頼 

④
連
休
小
屋
番
の
依
頼
・
確
定
・
連
絡
・
打
ち
合
わ
せ 

⑤
平
治
宿
消
火
器
爆
発
の
対
応 

⑥
大
型
１
０
連
休
の
予
約
対
応
（
５
０
組
１
６
０
人
の
予
約
） 

等
々
、
多
忙
を
極
め
た
。
今
回
の
荷
揚
げ
も
待
っ
た
な
し
と
な
っ
て
お
り
、
雨
で

も
実
施
す
る
旨
を
伝
え
て
準
備
完
了
。 

当
日
９
時
、
下
北
山
村
役
場
に
集
結
し
た
が
、
連
休
前
の
平
日
と
あ
っ
て
駐
車
場

は
ほ
ぼ
満
杯
、
森
林
組
合
倉
庫
前
へ
移
動
す
る
。
な
お
、
我
々
の
集
結
を
耳
に
し

た
の
か
役
場
の
和
田
君
が
出
て
き
た
の
で
本
日
の
作
業
内
容
な
ど
を
話
す
。
ま
た
、

前
鬼
・
二
ツ
岩
付
近
の
崩
落
現
場
に
明
日
出
向
い
て
状
況
確
認
を
す
る
よ
う
だ
。

村
長
選
で
南
村
長
が
再
選
さ
れ
た
の
で
、
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
た
い
と
伝

え
た
が
、
本
日
は
不
在
と
い
う
こ
と
で
後
日
と
し
た
。 

倉
庫
横
に
山
川
、
真
下
、
樋
口
、
梶
野
の
４
台
を
デ
ポ
し
て
沖
崎
、
川
島
の
２
台

で
登
山
口
へ
向
か
う
。 

 
 

 
 

 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 
 

 
 

水
場
で
水
汲
み 

 
 
 

 
 

行
仙
岳
靡
看
板
設
置 

 

天
気
予
報
で
は
昨
日
今
日
は
雨
に
な
っ
て
お
り
、
濡
れ
る
こ
と
を
覚
悟
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
夜
は
相
当
量
の
降
雨
で
、
当
地
に
は
警
報
迄
出
て
い
た
が
、
早
朝
に
は



雨
も
上
が
り
青
空
も
少
し
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。
い
つ
も
通

り
生
熊
さ
ん
の
運
転
で
荷
物
と
山
上
さ
ん
を
乗
せ
て
荷
揚
げ
開
始
、
モ
ノ
レ
ー
ル

終
点
は
缶
ビ
ー
ル
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
背
負
子
に
縛
っ
て
１
０
時
３
０
分
前
後
に
行

仙
小
屋
着
、
さ
っ
そ
く
役
割
を
決
め
る
。
昼
食
ま
で
の
作
業
と
し
た
。 

◎
水
汲
班
： 
沖
崎
、
山
川
、
梶
野
、
生
熊
（
敏
）、
濱
野 

◎
靡
名
板
設
置
： 
川
島
、
真
下 

◎
薪
割
り
： 

樋
口 

◎
小
屋
・
お
堂
整
理
等
： 
山
上
、
生
熊
（
千
） 

久
々
に
水
場
へ
行
く
の
で
、
倒
木
や
段
差
の
石
に
緩
み
な
ど
が
あ
る
か
と
思
い
、

ハ
ン
マ
ー
と
鋸
を
持
参
し
た
が
、
い
ず
れ
も
使
用
す
る
こ
と
な
く
、
道
・
水
場
に

異
常
は
無
か
っ
た
。
水
場
は
昨
晩
の
雨
で
水
量
豊
富
、
持
経
、
平
治
の
水
場
も
含

め
て
連
休
中
は
水
枯
れ
の
心
配
は
な
さ
そ
う
だ
。
小
屋
迄
の
登
り
で
６
～
７
回
も

休
憩
し
て
２
３
分
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。 

１
１
時
半
過
ぎ
に
は
靡
看
板
設
置
班
も
戻
る
。
真
下
君
は
行
仙
と
怒
田
ノ
宿
跡
、

２
枚
の
看
板
を
担
ぎ
、
先
日
ネ
ジ
の
不
都
合
で
取
り
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
行
仙
岳

山
頂
に
一
枚
を
取
り
付
け
、
怒
田
ノ
宿
跡
の
看
板
は
捲
き
道
分
岐
に
デ
ポ
し
た
。

昼
前
よ
り
食
卓
を
囲
む
。 

 
 

 
 

 

斎
藤
清
明
氏
が
到
着 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

消
火
器
を
廃
棄 

 

程
な
く
し
て
、
宿
泊
予
約
の
あ
っ
た
斎
藤
清
明
氏
が
到
着
、
聞
け
ば
天
川
村
川

合
か
ら
入
山
し
弥
山
、
深
仙
、
持
経
で
宿
泊
さ
れ
、
今
日
が
４
日
目
で
明
日
、
笠

捨
山
か
ら
上
葛
川
へ
下
山
す
る
と
の
こ
と
。
当
地
、
古
座
中
湊
の
ご
出
身
で
、
今

西
錦
司
さ
ん
と
の
ご
縁
か
ら
話
に
花
が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
も
過
ぎ
た
。

午
前
中
に
大
半
の
作
業
が
完
了
し
て
い
た
の
で
、
少
し
整
理
な
ど
を
し
て
、
午
後

２
時
過
ぎ
に
下
山
し
た
。 

翌
日
、
お
昼
１
２
時
に
斎
藤
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
「
今
、
無
事
に
上
葛
川
に
着
い

た
」
と
報
告
を
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
設
置 

 

斎
藤
氏
と
本
日
の
参
加
者 

 

森
林
組
合
倉
庫
で
解
散 

 

◎ 

斎
藤
清
明
氏
（
１
９
４
５
年
生
れ
））
に
つ
い
て 

先
に
も
書
い
た
よ
う
に
古
座
中
湊
の
ご
出
身
、
１
９
６
９
年
京
都
大
学
を
卒
業
さ

れ
た
。
在
学
中
は
京
大
山
岳
部
に
在
籍
さ
れ
キ
ャ
リ
ア
を
積
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

卒
業
後
、
毎
日
新
聞
社
に
入
社
、
第
一
線
で
長
年
活
躍
、
第
３
９
次
南
極
観
測
隊

に
同
行
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
毎
日
新
聞
社
終
身
名
誉
職
員
で
あ
る
。
京
大
山
岳

部
の
ご
縁
か
ら
今
西
錦
司
氏
と
は
山
を
通
じ
て
深
い
交
流
を
持
た
れ
た
。
ま
た
、

今
西
氏
を
師
と
し
て
尊
敬
さ
れ
「
今
西
錦
司 

自
然
を
求
め
て
」 

「
今
西
錦
司

伝 

す
み
わ
け
か
ら
自
然
学
へ
」
の
著
書
も
あ
る
。
当
ぐ
る
ー
ぷ
も
、
斎
藤
氏
と

は
今
西
先
生
と
の
関
係
か
ら
、
玉
岡
さ
ん
や
先
輩
諸
氏
が
交
流
を
持
た
れ
て
い
る
。 



我
々
は
「
井
の
中
の
蛙
」
で
あ
る
。
今
西
、
塩
川
先
生
亡
き
今
、
他
の
山
岳
団
体

と
の
交
流
な
ど
が
、
狭
く
薄
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

現
在
、
奥
駈
道
と
各
小
屋
の
維
持
・
管
理
に
注
力
し
て
い
る
が
、
そ
の
場
所
は
千

三
百
年
の
歴
史
を
持
っ
た
修
験
の
道
で
あ
る
。 

登
山
者
の
利
便
性
、
安
全
性
を
確
保
す
る
と
共
に
修
験
の
道
場
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
実
践
に
ど
う
生
か
す
か
は
難

し
い
問
題
だ
。
一
段
上
、
二
段
上
の
活
動
の
た
め
に
は
、
外
部
と
の
交
流
や
、
斎

藤
氏
の
様
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
た
れ
た
方
と
の
交
流
に
答
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

(

記
；
沖
崎
、
写
真
；
梶
野
、
川
島)

 

行
動
タ
イ
ム 

役
場
駐
車
場09

：00

→09

：35

補
給
路
登
山
口
→10

：35

行
仙
宿114

：00

→15

：

05

森
林
組
合
倉
庫
・
解
散 

 


